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2) 封働者に対し組合からはなれているとし寸文書 (document) に誓約の署名を求める政競で，
本来全国大連合 (Gra.ndNatioual Consolidatcd Trade Union) を破壊する目的から用し、ら
れた (AllenFlanders and H. A. Clegg (ed.) ， The System of Jnd削 trzalR.elations in 
&reat Brita間， p. 202)。
3) フヲソグス プνイス (FrancisPla.ce)が撤廃の目的に組合の合法化による普賢関係の安定，
争識の防止を考えていたのは周知のところである。
-4) 1833年。「工場における児童および少年の労働規制に関する法律J(An Act to regulate 
the Labour of Chi旧日位回dYoung I'ersons in MIlls and Factorieos)， 1844年の「士場法
改E法J(An Act to amend the Laws relating to Lab凹r)，1845年の「蛙染業の児童・少年
および婦人の労働を規律する法律J(An Act to regulate七heLabour of Childr凹， Young 
Persons， and Women ls Pnnt Works)， 1847年の「工場における少年および婦人の苦闘時聞




General Coal M出 teH;' A1>50ciation in W田 tYorkshire (1844年目争議時)， the Master 
Spinner Association at Preston (1846年の争議時)(Allen Flande四 andH. A. Clegg， 
ibid.， p. 202)。
















がって，友愛組合法 (FriendlySocieties Act~ 1855年)から1871年の労働組
合法 (TradeUnion Act)ならびに75年の共謀罪及財産保護法 (Conspiracy








7) 労働者妨害法 (Mol田tationof Workmen Act， 1859年).ラッセル・ガ ネィ法 (Russell
Gurney's Act， 1868年).労働組合基企保護法 (TracleUnio出 FundsP:rotectron Act， 1869 
年〉。





















































9) 1865年，ノー マソトソ (NOTm;J，nton) のヘソり プリッグス会社 (HenryBriggs， Son & 
Co.)が利閏分配制度を採用し， 1866'年には， ミドルズフ占ロー (Middlesbrough)の製鉄業者，
フォックス ヘッド全社 (Fox，Head & Co.) が類似の制度を採用した (M. Dobb， Wages 
邦訳.103-10-4へ ジ参底的。
¥ .10)_ Reψoγt on the Strikes and Lock-outs 01 1889， by the Labour Correspondent to the 
Board of Trade， 1890， p.43 

























(“ Notic.e to Workmen ウとして別記された。その概要を示-tl:l:f 役員は，
11) 拙著『イギリス労働組合主義の尭展Jl99-100ベー ジ害問。
12) Rep~rt on the Strikes and Lock-ouls of 1889， p. 11 
13) Ib~d. ， p. 11 


























14) Ibid.， p.12修正の主要点は.(1)契約締結の前提条件であった継続勤務期間 r12ヶ月」が空白
となヮた.(2一部労働者の 8時間3交代制を省し但利潤分配の 3年間遡及の計算そ第1年度2
%.第2年度3弘吉宮3年疫4%，計9%に改める であった。
15) lbid.， f入 13


















































年次 1 ガス価格 は記事ス
1890( 6月)I 2シリげ 3ベソス (1.000アィート当り) I 5明
91( " ，，) I 2シリソグ 3ペンス 11 " )1 引
92(1f ，) I 2シリげ 5ぺ九 (平均1.000-;/ィー ト) I 3 " 
93(" ，，) I 2ジリソグドリ " I! )1 い
本 1893年のポ ナスの分配率は規定によれば3%となるがj 従業員の良好
な古賀輯丈態を考慮し亡会社は4%と決定Lた。
Forwarded to the Commission by Mr. Livesey on October 17 th， 
工893，in F，月間dFinal Repurt 01恥 RuyalCumm山間山L“uu'u，r，
Part 1， 1894， p. 155， 
18) Ibid勺 p.14 
Hl) Ibid.， p. 13. 
10 (312) 第98巻第5号














カ日 ス 個 格 1ポナλ|年ナλ新率旧率
Y'~/'?， ベンス
2 B (1.000フィート当り) 。1f%JF 。%2 7 1 " 
2 6 3 . 2 " 
2 5 
4士" 3 . 
2 4 6 " 4 " 
2 3 7 ~ " 2 !J " 
2 2 9 . 6 " 
2 1 10 1 7 " 
2 O 11 1 8 " 
Forwarded to the C，ommis51Oll by Mr. Livesey on April 25th， 1894 
in Fifth and FinaZ Report by the Royal Commiss~帥 on L叫 our，p. 156 
ただしこのボーナスの増加には，増加分の半額を現金にて支給，残り半額は
会社に預託(利率oも)するとU、う条件が付されていた。
20) Forwarded to the Commission by Mr. Livesey on October 17 th， 1893， in Fザ"tha旬5
Final Rゆort0/ the Royal Commiss~on on Labour. Part 1， p. 155 




















21) サウス メトロポリタン ガス全社の利潤分配制度を著参考にして導入したものに，冊えば th，
Crystal Palacc District Cas Companyがある。








ora:ndu皿 byMr. G. Livesey on Profit-sharing '.， in Fzfth酬 dFi叩 1Report 0/ the Royal 
Comt出 ssionon L品 OUf，Part 1， Appendよ芯 1， p. 152)。


























義の発展.ll107ページ;E. J. Hoh>:hawm. Labouyi仰 gM，州 pp.181-191車問。
26) Fifth 酎 dF¥叫 alRepo吋 ofthe Royat Commission on Labo叫 Part1， Appendix 1， p.152 
27) Ibirl. p. 152 






















28) Ibid.， p. 152 
29) Webb， Histo叩 01Trade Unionism， trI訳，土器， 323へー ジ。
30) スライデイング・スケールはダーリントンの北部イングランド製鉄業協議告が設立後(1865年)
これを採用し 1871年にノー サンパラシドおよびダラムの炭坑で， '1875年にはヨーグジャーの炭
坑でも実施され 主として炭坑および鉄鋼部門で普及した (G. D. H. Cole， A Short Hi叫"Y
01 British Working Class Movement，邦訳， Ir， 166-167ベジ審問)。
31) rロイド ジョ ゾズは1874年に賃金は市価によって律せられるべきだという原則が承認され，
実行され したがってまたおそらくは労働組合によって是認された場合の危険を労{曲者に警告し
ているJ (Webb， op. cit.，邦訳1 上巻 328ページ)。
32) 拙著『イギリス労働組合主義Jl206ベ γ参照。
14 (316) 第 98巻第5号
結びつけて年次作業計画についての定期的な労資協議会を設置する構想で，よ
り一層強められようとした。かくしてりブγ ィは，なによりも労働者の企業に





















間) F~fth 側d Pinal Ret01't 01幼，R円崎1Co例問問onon Labour， Part 1， p. 155 
34) lbid.， p. 155 
:l!"i) M田IlrlceDobb. Wages，邦訳 105ベ}ジ。
.%)“Memoranduni by Mr. George Livesey on Profit-sbaring "， F:ザth酎 iPinal Report 
。Ifthe Roya~ Commissio旬。“ Labour，Part 1， p. 155 


















































あまり広いものではない。 1936年，こは. 26万の被用者をおおう 412の制度が実
施されていた。利潤分配金の額は，平均して労働者の賃金の5ー か、ーセγ トで
39) Webb， Democ叩 'y，邦訳， 665ベージ。
40) 18g.2年10月10日，王立委員会で行なわれたサウスメトロポりタンガス会社の労働者(M田，h)
の証言は，はじめ組合に属してし、た披がλトライキの決定を契強』こ組合を脱退した経過a そして
他の多〈の骨働者も i 当時a 世の考えつ町を否定しなかったことを口述している (Royal Com 
mission on Labour， Minutesザ Evidence，G刊“p“C"， Vol. III， 28. 146-28. 183. pp 
302-303)。





















41) Dobb， Wages，邦訳， 104ベ さん
42) G. D. H. Cole， The Paymeni of Wages. p. 107 
43) 主立委員会でガス労働者 (Marsh)は一波に利潤分配制度に満足してし、る旨の証言を行なコて
いる(MI品川tesof Evid即日 takenbejore the Ro少U Commission on Labour， G叫 t "C "， 27. 
182. p. 302)。
